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「里山レモンの会」ブランド化に向け始動 

－レモンをとおして地域を元気に－ 

 

 ９月 10日、宮若市の「里山レモンの会」は、初めてのブランド化検討会を開催しました。 

「里山レモンの会」は、地域内の農業生産者の高齢化が進み、耕作放棄地も増加する中、

これらを解消するため、平成 30 年に６名の有志で会を立ち上げました。 

 レモン栽培は、冬場の低温に弱いものの、鳥獣被害を受けにくいことから、平成 30 年

に 116ａの作付けを行い、令和３年から収穫が始まりました。販売先は、積極的な販路開

拓により直売所、量販店、ケーキ屋や居酒屋など多岐にわたっています。 

 今回の検討会では普及指導センター職員がコーディネーターを務め、現状の分析と活動

ビジョンの検討を進めました。会員からは「これから生産量も増加していくので対応が必

要だ」、「情報発信が不十分」「レモンのブランド化を通じて交流人口を増やし地域を元

気にできないか」などの意見が出され、地域に根差したブランド化に取り組んでいくこと

を決定しました。 

普及指導センターは今後とも専門家や関係機関と連携して、レモンの安定生産、ブラン

ド化や地域活性化を支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

                   

                   

里山レモンの会のロゴマーク 

 

第１４号 

問合せ先 

  ＴＥＬ  ０９４８（２３）４１５４ 

  ＦＡＸ  ０９４８（２９）４８６６ 

    e-mail iizuka-dlc@pref.fukuoka.lg.jp 

園芸畜産課 果樹係  

会員による検討の様子 


